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とちのみ通信
つ う し ん

作業の様子

※転載禁止

とちのみ通信は、各々の利用者様に掲載の許可を得た上、とちのみ関係者様のみにお配りしております。

足湯♨

マクドナルド外食

初詣

公園散策

調理実習

ボーリング大会

銀のさらセット

シュレッター

折鶴

プレ作業パフォーマンス・レビュー

地域清掃

ビルメンテ

花栽培

個別活動ブース

自己評価する日誌
金銭学習

カラオケ大会

New Stuff：秋山善國さん

金子の先輩で、滝乃川学園に長く勤め、退任後はベトナムやカンボジアに木工を教えに

行ったり、市民団体に所属して農園を作ったりしています。地域の子どもたちにカブトムシ

頒布会を開くなど、虫博士としても有名。とちのみの作業環境を整えるため、しばらくとち

のみに協力して貰う事になりました。

ご挨拶

2022年度中とちのみは、コロナ禍の中一度も閉所せず短縮もせず開所を続けることが出来ました。利用者

の皆様ご家族の皆様方には、たくさんの御配慮・ご協力をして頂き、本当に感謝しかありません。

とちのみは、2020年8月の開業から２年以上が経ち、契約者数は定員を超え、今年度４月にはさらに３名

の卒業生を、お迎えすることになります。

活動も何もないところから始まって、検査キットや菓子箱の組み立て、宅配寿司の箸セット、日野市の古封

筒や折り鶴、新聞バッグ作り等の軽作業、地域清掃、資源回収等、じわじわと作業を拡大し、公園掃除も最近

開始いたしました。わずかな額ではありますが、昨年８月分から利用者全員に、工賃もお支払い出来るように

なりました。

何もないところから始まっているからこそ、既存の活動に利用者を当て嵌めるのではなく、それぞれの利用

者の嗜好や出来る事から自由に考え、環境を整え支援ツール（ジグや構造化、コミュニケーションツールやス

ケジュール等）も必要なら自分たちで作るという、個々を大事にする考え方が、とちのみの個性になり財産に

なりつつあります。利用者さんと職員が一緒に成長していっているのです。

居場所があり仲間がいて役割を持つ事、自分が出来ると感じること、人から認められ感謝され（工賃など

で）社会的に認められていると感じられること、毎日の実感の積み重ねが、落ち着き、働く意欲、大人意識の

醸造に繋がり、その成長の様子を見て、支援者も手応えややりがいを感じ、仕事がさらに面白くなる、という

好循環が、生まれてきています。

まだまだとちのみはひよっこで、出来ていない事もたくさんあります。2023年度も全員で楽しみながら頑

張っていきます。応援よろしくお願い致します。

資源分別搬入




